
　 農業の現状

趣味程度の農業

2022年度実施

農業に対する関心の実態調査

対象者：18～24歳の男女100人

平成27年度第2回インターネット都政

モニターアンケート結果

「東京の農業」東京都生活文化局

東京の農地は担い手の高齢化による耕作放棄地

の増加や宅地化などを理由に減少している。

しかし、東京の農地は食育や緑と環境の保全、

災害時の避難場所など多角的な機能を有するた

め残して行くべきだと考えられている。

農地の減少

5,614ha 4,732ha

農林水産省「耕地及び作付面積統計」

2011年 2021年 2010年 2020年 2022年

農林水産省「農業構造動態調査」

66.2歳

67.8歳
68.4歳

　 テーマ
- 農業と仕事の両立 -

２農５X

５日X、２日農家として現在の仕事「X」で収入

を確保しながら、気軽に農業を体験できるライ

フスタイルを提案する。

　 コンセプト

- ターゲット -

多様な働き方が可能になったからこそ、誰もが

私生活で農業に携わることが可能である。

農業と新たな

ライフスタイル

かつての賑わいが寂れていった空間を

新たな空間として賑わいを取り戻したい

遊園地の要素

移動手段の多様化

　 みんなの広場

モーターカーの

遊園地

農作業を体験したい 小規模に栽培したい

　 計画敷地

住所：東京都 日野市 程久保５丁目21-11

面積：185700㎡

アクセス

多摩テック跡地

1961年、多摩丘陵にモータースポーツの遊園地

として開園し、ゴーカートや温泉などで人気を

集めた。

2009年に閉園してからは大学設置の計画が白紙

となったのち、現在は立ち入ることができない

廃墟となっている。

BBQガーデン キッズゾーン

プール

レストラン

シアター

ゴーカート

食品研究所（８世帯）

学び（６世帯）

アウトドアガーデン（１０世帯）

みんなの広場

水稲栽培（７世帯）

子育て（７世帯）

住民の生活機能を支え、

周辺住民の新たな居場所となる

- 囲う空間 -

ボリュームを散らし、

地域住民の居場所をつくる

畝道・緑で囲う

バスで周辺住民を誘いこむ

　 周辺敷地

南東に位置し、街の大半を緑が占める住宅地である。

近隣に三つの大学があり、大学生が通う街である反面、

市内で最も人口減少と高齢化が進んでいる。

程久保エリア

東京の多摩エリアに位置している。

戦後、大規模団地が進出したことにより首都圏の住宅都市

として今日に至っている。

多様性に富んだ地形で丘陵地、台地、低地からなり、北部

を多摩川が流れ、中央部を浅川が流れている。

日野市

エントランス

遊園地としての

歴史的財産

縮尺:S=1/3500

食堂

ベーカリー

スーパー

直売所

多目的室

カフェ

ランドリー

図書館

花屋

ワークスペース

デイサービス
学習室

日用品店

食堂 カフェ ランドリーベーカリー

スーパー

直売所 図書館 花屋 日用品店
ワーク

スペース 学習室 デイサービス

縮尺:S=1/400

多摩動物公園

- 機械で支える新たな農業 -

- 日野市の農業 -

消費者が身近にいることを生かした庭先販売のほ

か、学校給食や直売所への出荷が行われている。

特産物はトマトや大根、梨やブドウである。

農業が占める割合が少なくなった反面、作物に

影響が出ないよう、ドローンによる水・肥料の

散布やAIによる収穫時期の管理を行う。

- 住民構成 -

1.ワンシーズンプラン -２～３カ月-休暇中の大学生

2.オールシーズンプラン -１年間-お試し単身居住

テレワーク働く人家族大学生

3.ロングライフプラン -住み続ける- 家族で住む

4.シェア畑プラン -年間で更新- 周辺住民

多摩動物公園駅

中央大学

明星大学駅

中央大学

明星大学

東京薬科大学

計画敷地

遊園地の要素を現在に

・シェアカー

・自転車

・キックボード

はり巡る園内通路
街の区画・自転車道

に活用

食品研究所

ゴーカート

レストラン

BBQガーデン アウトドア

子どもの遊び場 子育て

シアター 学び

プール 水稲栽培

テクノロジー

住宅街

住宅街
バス停
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農業機械を手掛ける企業と社員

が暮らし、機械の試運転を行う

育てた野菜を使い、料理や

食品加工、品種改良に挑戦

休暇中の大学生が農業講座

や農業体験を通して農業に

触れる

自分の畑でとれた野菜をアウトドアに活用する

住民の生活機能を支え、

周辺住民を誘いこむ商店街

仕事×子育て×畑の生活を

支えるインナープレイルー

ムを活用しながら生活する

稲作を主とし、精米所や

お漬物用の作物を育てる

シェア

ハウス

かつて多くの人で賑わい、惜しまれながらも閉園を迎えた多摩テック。

閉園から１５年が経った現在は、廃墟となり当時の姿を消しつつある。

そこで再び活気あふれる場とするため農のある暮らしに着目し、

過去を生かした持続可能な農家住宅群を提案する。

18歳～24歳の若者の農作業に関心を持っている。

割合は６割を占め、仕事の片手間でできるような

農業が求められている。

２農５Xによる  小さく 大きな暮らし
２２０１００８７　大塚 結月

農業機械を手掛ける企業と社員

が暮らし、機械の試運転を行う

テクノロジー（５世帯）

京王線 平山城址公園駅 徒歩25分

多摩モノレール線 中央大学・明星大学駅 徒歩30分

街のカラー
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